








学位論文題 目  VirusTmediated oncolysisinduces danger signal  
and stimulates cytotoxic T－1ymphocyte activity  
Via proteasome activator upregulation  
（腫瘍融解ウイルスによる細胞死であるオンコライシスは  
細胞内にdanger signalを発生させ、プロテアソーム  
アクチベーター（PA28）発現を増強することで細胞障害性  
Tリンパ球による免疫応答を活性化する）   
論文審査委員  教授 中山 香一 教授 許 南浩 准教授 那須保友  


















値ある業績であると認める。よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
